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【結果】
　冠動脈造影にて190例は有意な狭窄を有せず（NCA）、466
例は冠動脈疾患と診断された（CAD）。　CAD群でNCA群に
比べbaPWVは有意に高く、ABIは有意に低値を示した。ROC
曲線解析でCAD群を判別するには、　baPWVよりABI＝LO
が感度25％、特異度91％で良好な診断が可能であった。
【結語】
　日常診療において動脈硬化危険因子を有し、症状や臨床所
見などから冠動脈造影を考慮する症例では、ABI＝1．0未満は
冠動脈疾患の有無を推測する簡便な指標と考えられる。
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　わが国の頭蓋外一頸動脈病変は急増しているが、その病像
の時代的変化から今後の展開を明らかにする目的で現在みら
れる臨床像を過去と比較した。対象は内頸動脈閉塞を有し、
1983年までの7年間に脳血管研究所美原記念病院に入院した
連続119例（1群）および2000年以降に東京医科大学病院老
年病科で診断された連続76例（II群）で、その臨床成績を検
討した。その結果、II群の平均年齢は73歳と高く、梗塞巣は
少なかった。危険因子では心房細動が少なく、心筋虚血、糖尿
病、高脂血症、喫煙が多かった。以上より、対象や方法にバイ
アスはあるが、近年、塞栓症予防の徹底および超音波検査の普
及と他臓器疾患に併発する病変発見の機会の増加、一方、糖尿
病、高脂血症、喫煙に起因する病変の増加が変動要因であると
思われた。
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　止血因子であるvon　Willebrand因子（VWF）を特異的に切
断するプロテアーゼの存在が明らかにされ、この酵素は遺伝
子が染色体9q34にあるADAMTS13（adisintegrin　and　metal－
loproteinase　with　thrombospondin　type　I　motif）に分類される
メタロプロテアーゼである事、また産生細胞は肝臓の類洞壁
細胞である事が示された。この酵素活性が測定できるように
なり、血栓性血小板減少性紫斑病（TTP）と溶血性尿毒症症候
群（HUS）の病態は異なる事、またTTP／HUSは血小板血栓
が主体で、凝固（フィブリン）血栓が主体のDICとは大きく
異なることから、TTP／HUSでは治療開始直後の血小板輸血
は禁忌である理由をシャープに説明できるようになった。
　一方、ADAMTS13遺伝子異常はADAMTS13活性の著減
を引き起こし、Upshaw－Schulman症候群（USS）という新生
児期発症の先天性TTPの原因となり、また特発性や、薬物に
よって誘導される後天性TTP患者ではこの酵素に対するIgG
型インヒビター（自己抗体）が生じ、やはり同酵素活性が著減
するという概念がほぼ確立された。さらに、HUSでは
ADAMTS13活性はほぼ正常であることから、本酵素活性の測
定はTTSとHUSの鑑別に必須と考えられるようになった。
これらの現状について自験例を中心としたoverviewを行い、
また新規に作成した抗ADAMTS13モノクロナール抗体2種
類の性状と、これらを用いたTTP／HUS病態での抗原解析の
中間成績を報告する。
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